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今年の植樹活動では、上風連 南口誠一さんの圃場にヤチダモ８００本
のうち２００本を、役職員・関係機関合わせて２７名で植えました。
今年の植樹活動では、上風連 南口誠一さんの圃場にヤチダモ８００本
のうち２００本を、役職員・関係機関合わせて２７名で植えました。
今年の植樹活動では、上風連 南口誠一さんの圃場にヤチダモ８００本
のうち２００本を、役職員・関係機関合わせて２７名で植えました。

あさひ四兄弟
長男 たいよう・次男 だいち
長女 みどり・次女 みるく

JA道東あさひ
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開
会
に
あ
た
っ
て
一
言
御
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
は
道
東
あ
さ
ひ
農
協
第
10

回
通
常
総
会
開
催
に
際
し
、
組
合

員
皆
様
に
は
、
既
に
一
番
牧
草
の

刈
取
り
を
始
め
ら
れ
た
牧
場
も
あ

る
大
変
ご
多
忙
の
中
の
御
参
会

と
、
来
賓
各
位
に
は
公
務
御
多
用

の
中
、
大
内
根
室
振
興
局
長
・
曽

根
別
海
町
長
を
は
じ
め
日
頃
多
岐

に
わ
た
っ
て
の
ご
指
導
・
ご
支
援

を
頂
い
て
い
る
各
関
係
機
関
及
び

系
統
連
合
会
よ
り
多
数
の
ご
臨
席

を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
の
影
響

　

本
年
の
春
明
け
は
例
年
よ
り
早

く
、
令
和
元
年
が
始
ま
っ
た
５
月

１
日
前
後
の
10
連
休
は
天
候
に
恵

ま
れ
て
春
作
業
も
進
み
、
ト
ラ
ク

タ
ー
が
駆
け
回
る
農
村
風
景
に
本

年
の
豊
穣
の
秋
を
期
待
し
た
も
の

で
す
。

　

私
達
農
に
生
き
る
者
は
自
然
の

恵
み
に
感
謝
し
暮
ら
し
を
立
て
て

お
り
ま
す
が
、
平
成
30
年
を
振
り

返
っ
て
み
ま
す
と
、
日
本
列
島
は

度
重
な
る
災
害
を
受
け
、
５
月
に

は
西
日
本
豪
雨
で
300
万
世
帯
の
避

難
勧
告
。
北
海
道
に
あ
っ
て
は
７

月
の
大
雨
に
よ
り
畑
作
地
帯
に
は

12
億
円
余
の
被
害
を
受
け
、
当
地

に
あ
っ
て
は
胆
振
東
部
地
震
に
よ

る
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
で
北
海
道
酪

農
が
甚
大
な
影
響
を
受
け
、
当
農

協
で
は
９
月
６
日
、
７
日
か
ら
生

乳
生
産
が
回
復
す
る
ま
で
３
，０
０

０
ｔ
余
・
３
億
円
程
の
損
失
を
受

け
、
国
内
初
の
大
規
模
停
電
に
よ

る
甚
大
な
被
害
に
、
ホ
ク
レ
ン
か

ら
２
日
間
の
乳
量
損
失
に
㎏
当
た

り
49
円
54
銭
の
補
填
で
１
億
２
，５

０
０
万
円
、
国
の
災
害
緊
急
支
援

事
業
に
係
る
「
乳
房
炎
予
防
管
理

と
し
て
４
，６
２
０
万
円
」・「
サ
イ

レ
ー
ジ
品
質
低
下
・
代
替
飼
料
に

係
る
粗
飼
料
確
保
緊
急
対
策
事
業

に
４
，５
５
０
万
円
」
と
合
計
２
億

１
，７
０
０
万
円
の
多
大
な
支
援
措

置
を
受
け
、
感
謝
の
念
に
堪
え
ま

せ
ん
。
加
え
て
国
・
道
の
助
成
と

当
農
協
２
億
５
，０
０
０
万
円
の
予

算
で
２
カ
年
に
わ
た
っ
て
配
電
盤

と
発
電
機
導
入
の
整
備
を
図
っ
て

い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

生
産
基
盤
強
化
と
労
働
負
担
軽
減

　

経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
に
あ

っ
て
先
進
各
国
の
経
済
が
停
滞

し
、
国
民
の
経
済
格
差
拡
大
は
ア

メ
リ
カ
の
自
国
保
護
主
義
と
イ
ギ

リ
ス
の
国
民
を
二
分
す
る
Ｅ
Ｕ
離

脱
論
議
に
加
え
、
こ
こ
に
き
て
米

中
の
貿
易
摩
擦
と
制
裁
関
税
の
引

上
げ
が
報
復
合
戦
の
様
相
を
呈

し
、
世
界
経
済
に
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
す
事
態
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
一
方
我
国
は
「
自
由
貿
易
圏

の
旗
手
に
な
る
。」
と
し
て
推
進
し

て
き
た
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ

Ａ
が
発
効
。
本
年
１
月
か
ら
牛

肉
・
チ
ー
ズ
の
輸
入
の
急
増
が
見

ら
れ
、
今
後
日
米
の
物
品
貿
易
交

渉
に
よ
る
強
い
輸
出
圧
力
の
も
と

「
過
去
の
経
済
連
携
協
定
の
範
囲

内
と
し
て
い
る
日
米
共
同
声
明
と

国
会
決
議
の
順
守
」
を
強
く
求
め

る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
我
国
の
両
協
定
拡
大
は

Ｇ
Ｄ
Ｐ
13
兆
円
の
押
し
上
げ
効
果

あ
り
と
す
る
も
の
の
農
林
水
産
物

の
生
産
減
少
額
は
825
億
か
ら
２
，６

０
２
億
円
と
見
込
ま
れ
て
お
り
、

既
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
対
策
大
綱
か
ら
措
置

さ
れ
た
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
・

楽
酪
Ｇ
Ｏ
事
業
等
で
生
産
基
盤
強

化
を
図
っ
て
い
る
所
に
あ
り
ま
す

が
、
多
様
な
畜
産
経
営
の
発
展
に

資
す
る
政
策
を
望
む
も
の
で
す
。

　

平
成
30
年
度
の
組
合
員
経
済
及

び
事
業
環
境
は
本
州
へ
の
生
乳
輸

送
が
44
万
ｔ
、
産
地
パ
ッ
ク
が
20

万
ｔ
と
本
州
の
減
産
傾
向
か
ら
乳

価
は
100
円
29
銭
、
初
妊
牛
価
格
は

86
万
円
と
か
つ
て
な
い
好
環
境
に

あ
り
、
当
Ｊ
Ａ
は
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
で
大
き
な
損
失
を
受
け
た
所
で

あ
り
ま
す
が
、
30
年
度
の
生
産
量

は
35
万
２
，０
０
０
ｔ
・
販
売
高
458

億
円
・
当
期
利
益
３
億
６
，９
０
０

万
円
と
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
じ
事
業

成
果
を
維
持
し
た
上
に
貯
金
量
は

511
億
円
と
伸
び
、
組
合
員
皆
さ
ん

の
弛
ま
ぬ
日
々
の
飼
養
管
理
と
経

営
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
戸
当
り
経
営

所
得
２
，１
０
０
万
円
の
好
環
境
の

今
、
将
来
に
備
え
た
経
営
装
備
を

図
り
、
牧
場
の
一
人
当
た
り
最
大

値
３
，０
０
０
か
ら
４
，０
０
０
時

間
の
多
大
な
労
働
負
担
の
現
状
を

楽
酪
Ｇ
Ｏ
事
業
等
の
活
用
で
家
族

労
働
負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
く

事
が
急
務
で
あ
り
ま
す
。

令
和
元
年
度
の
事
業
方
針

　

令
和
元
年
の
事
業
環
境
及
び
計

画
は
、
飲
用
乳
価
４
円
の
引
き
上

げ
と
需
給
逼
迫
基
調
が
続
い
て
い

る
こ
と
か
ら
乳
価
は
101
円
50
銭
と

見
込
ま
れ
、
生
乳
生
産
量
は
35
万

５
，０
０
０
ｔ
を
計
画
、
暴
騰
し
て

い
た
初
妊
牛
の
下
げ
基
調
か
ら
販

売
高
450
億
円
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
が
発
効
し
Ｅ
Ｕ
か

ら
の
チ
ー
ズ
輸
入
が
130
％
と
急

増
、
昨
年
か
ら
措
置
さ
れ
た
「
国

産
チ
ー
ズ
高
品
質
化
対
策
」
㎏
当

た
り
12
円
を
受
給
し
て
い
く
た
め

に
も
飼
養
管
理
の
高
度
化
や
良
質

乳
生
産
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

ＪＡ道東あさひ 第10回通常総会 組合長挨拶（全文）　
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当
農
協
の
第
２
次
地
域
農
業
振
興

計
画
「
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
２
０
」
は
４
年
次
目
に
入
り
ま

す
が
、
平
成
30
年
度
の
経
営
安
定
・

生
乳
増
産
に
係
る
助
成
事
業
は
乾
乳

舎
等
、
７
戸
に
１
，３
０
０
万
円
、

草
地
活
性
化
の
石
灰
・
リ
ン
酸
質
の

施
用
は
４
，２
５
５
ha
に
１
，４
６
０

万
円
の
実
施
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

当
農
協
は
10
年
間
で
戸
当
た
り
飼
養

搾
乳
牛
頭
数
が
20
頭
程
増
え
、
こ
れ

ら
の
事
業
は
乳
牛
の
損
耗
の
減
と
草

地
型
酪
農
確
立
に
寄
与
し
て
お
り
令

和
元
年
も
事
業
継
続
し
て
参
り
ま
す
。

　

経
営
の
大
型
化
に
伴
う
組
合
員
さ

ん
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
営
農
支
援
体

制
の
強
化
と
し
て
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
今
年
度
の
コ

ン
ト
ラ
事
業
受
託
面
積
は
、
ス
ラ
リ

ー
が
１
，０
９
６
ha
・
牧
草
収
穫
が

１
，３
２
０
ha
と
拡
大
、
キ
ャ
ト
ル

セ
ン
タ
ー
は
800
頭
規
模
で
８
月
か
ら

稼
働
と
、
組
合
員
経
営
の
大
型
化
に

対
応
し
た
整
備
を
図
っ
て
い
る
所
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
の
事
業
方
針
の

一
つ
と
し
て
女
性
農
業
者
の
組
織
参

画
・
活
動
の
活
性
化
を
掲
げ
て
お
り

ま
す
。
酪
農
場
に
お
け
る
女
性
の
役

割
は
経
営
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
乳

牛
の
飼
養
管
理
か
ら
営
農
計
画
・
会

計
事
務
も
経
営
者
と
共
に
携
わ
り
な

が
ら
、
家
庭
を
守
る
女
性
の
役
割
は

大
き
く
、
正
組
合
員
加
入
を
図
り
、

農
協
事
業
に
声
の
反
映
で
き
る
環
境

整
備
を
し
て
参
り
ま
す
。

発
足
か
ら
 
年
間
の
足
跡

　

道
東
あ
さ
ひ
農
協
発
足
10
年
、
こ

の
間
酪
農
を
取
り
巻
く
環
境
は
激
動

の
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

　

発
足
年
の
平
成
21
年
頃
は
飼
料
高

騰
に
よ
る
所
得
の
低
下
、
25
年
は
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
表
明
、
翌
年
か
ら
農
業
改

革
・
農
協
改
革
と
、
対
応
し
て
き
た

各
牧
場
と
農
協
10
年
の
足
跡
を
記
し

た
記
念
誌
を
刊
行
し
、
秋
に
は
組
合

員
家
族
が
集
う
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
し
て
い
る
所
で
あ
り
ま
す
。

時
代
を
開
く
た
め
の
提
案
を

　

私
た
ち
は
時
代
に
対
応
し
た
農
協

運
営
を
し
て
き
た
と
自
負
す
る
も
の

で
す
が
、
こ
の
５
月
に
５
カ
年
の
農

協
改
革
集
中
期
間
が
終
わ
り
、
こ
の

間
我
国
農
業
の
国
際
競
争
力
を
図
り

農
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け
た
構
造

改
革
を
進
め
る
と
し
た
「
農
業
競
争

力
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
よ
り
、
酪
農
畜

産
に
お
い
て
は
生
産
基
盤
強
化
・
配

合
飼
料
価
格
の
安
定
・
牛
乳
乳
製
品

の
生
乳
流
通
改
革
等
検
討
の
末
、
農

業
改
革
関
連
法
案
と
し
て
改
正
畜
産

経
営
安
定
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
な
畜
案
法
下
の
生
乳
取
引
に
つ

い
て
は
、
生
乳
需
給
や
酪
農
経
営
の

安
定
を
図
る
と
す
る
も
の
の
、
経
済

連
携
協
定
に
よ
る
酪
農
製
品
の
輸
入

急
増
、
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
等
に
よ
る

生
乳
生
産
回
復
基
調
、
需
給
緩
和
時

の
乳
価
へ
の
影
響
等
が
予
測
さ
れ
、

万
全
な
対
応
策
が
求
め
ら
れ
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
政
府
が
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
く
と
し
て
お
り

ま
す
が
、
当
農
協
と
し
て
は
総
合
農

協
を
堅
持
し
、
求
め
ら
れ
る
公
認
会

計
士
監
査
の
受
監
の
体
制
整
備
を
す

る
と
と
も
に
、
我
国
の
長
期
に
亘
る

異
次
元
の
金
融
緩
和
で
農
協
の
信
用

事
業
収
益
の
低
下
傾
向
は
避
け
ら
れ

ず
、
当
農
協
も
中
期
財
務
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
確
認
の
も
と
各
部
門
間
損

益
の
確
立
、
将
来
に
亘
っ
て
組
合
員

経
営
に
寄
与
で
き
る
農
協
運
営
の
確

立
を
図
っ
て
い
き
た
く
思
い
ま
す
。

　

今
日
、
限
り
な
く
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
展
す
る
時
代
の
農
業
経
営
と
農

協
運
営
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
時
代
の
変
革
を
認
識
し
、
道

東
あ
さ
ひ
農
協
を
創
立
し
て
10
年
の

足
跡
を
残
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
の
国
際
化
対
応
は
先
輩
諸
兄
の

経
験
則
と
若
手
経
営
者
層
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
以
っ
て
、
今

日
的
課
題
と
時
代
を
ど
う
拓
い
て
い

く
か
議
論
・
提
案
し
協
同
の
力
を
以

っ
て
組
合
員
経
営
の
確
立
と
農
協
事

業
を
展
開
し
、
美
し
く
豊
か
な
酪
農

郷
を
築
い
て
い
き
た
く
思
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

本
日
の
第
10
回
総
会
に
あ
た
り
皆

さ
ん
の
建
設
的
な
提
言
を
頂
き
、
令

和
元
年
度
の
事
業
計
画
等
の
審
議
と

承
諾
を
お
願
い
し
開
会
の
ご
挨
拶
と

致
し
ま
す
。
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第
10
回
通
常
総
会
議
案

１００年牧場表彰

出資達成者表彰

乳質環境管理共励会表彰

乳質優良者表彰

農業後継者表彰

乳質優良者表彰

【
議
案
第
１
号
】〔
規
約
附
属
書
〕監
事
監

　
　
　
　
　
　
　

査
規
程
の
一
部
変
更
に

　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て 

【
議
案
第
２
号
】
監
事
監
査
人
の
選
任
に

　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

【
議
案
第
３
号
】
平
成
30
年
度
事
業
報
告

　
　
　
　
　
　
　

及
び
剰
余
金
処
分
案
の

　
　
　
　
　
　
　

承
認
に
つ
い
て

【
議
案
第
４
号
】
令
和
元
年
度
事
業
計
画

　
　
　
　
　
　
　

の
設
定
に
つ
い
て

【
議
案
第
５
号
】
賦
課
金
の
賦
課
及
び
各

　
　
　
　
　
　
　

種
事
業
事
務
取
扱
負
担

　
　
　
　
　
　
　

金
の
設
定
と
徴
収
方
法

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

【
議
案
第
６
号
】
土
地
改
良
法
に
基
づ
く

　
　
　
　
　
　
　

土
地（
又
は
草
地
）改
良

　
　
　
　
　
　
　

事
業
の
実
施
に
つ
い
て

【
議
案
第
７
号
】
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

【
議
案
第
８
号
】
役
員
報
酬
の
支
給
に
つ

　
　
　
　
　
　
　

い
て

【
議
案
第
９
号
】
退
任
役
員
に
対
す
る
役

　
　
　
　
　
　
　

員
退
職
慰
労
金
及
び
特

　
　
　
　
　
　
　

別
退
職
慰
労
金
の
支
給

　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

【
報
告
事
項
１
】
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
基
本
方
針

　
　
　
　
　
　
　

の
変
更
に
つ
い
て 

【
報
告
事
項
２
】
労
働
保
険
事
務
組
合
の

　
　
　
　
　
　
　

平
成
30
年
度
徴
収
・
納

　
　
　
　
　
　
　

付
状
況
の
報
告
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　

て 

【
特
別
決
議
】
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
決
議

　
　
　
　
　
　
　

事
項
の
着
実
な
実
践
を

　
　
　
　
　
　
　

通
じ
た
自
己
改
革
の
取

　
　
　
　
　
　
　

り
組
み
に
関
す
る
特
別

　
　
　
　
　
　
　

決
議 

別 海 支 所　岩松　敏夫

上春別支所　古川　久雄、岸本　秀隆
井戸坂伸哉
㈲原田ファーム（代表：原田　雄貴）
西春別支所　松本　秀治、郷　　敏幸
山崎　健文、佐藤　　悠、大平　伸志
橋本　佳憲、土田　　旭、小野　祐二
大仲　孝昌、上川床真幸、日向　和哉
髙橋　利栄、㈱竹花牧場（代表：竹花　新吉）
別 海 支 所　桐島　　博、青木　伸寿
田中　和史、濱﨑　孝一、永長　顕親
内藤　享太、岩松　敏夫、山口　雄司
松本　清教、響　　忠士
根 室 支 所　酒井　克実、渡邊　　弘
木下　俊一　　

最優秀賞
別 海 支 所　中西別第５酪農協議会
優 秀 賞
別 海 支 所　別海第４酪農協議会
別 海 支 所　別海第１酪農協議会
努 力 賞

上春別支所　第１酪農協議会
別 海 支 所　別海第７酪農協議会
上春別支所　第２酪農協議会
根 室 支 所　初田牛酪農協議会
別 海 支 所　別海第５酪農協議会

上春別支所　平井　訓士、佐藤　正一
西春別支所　金田　孝治、大平　伸志
櫻井　貴治、江崎　真澄
㈲ジェイファームシマザキ（代表：島崎　美昭）
別 海 支 所　齊藤　哲夫
㈲阿部牧場（代表：阿部　　浩）
㈲横田牧場（代表：横田　　透）
㈲鹿毛牧場（代表：鹿毛　　貢）
㈲デリィファーム福本（代表：福本　貴弘）
㈲ウイングファーム（代表：羽石　安幸）
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第4回理事会報告　令和元年6月4日開催
議案第１号　　代表理事の選任について
議案第２号　　組合長理事と専務理事の選任について
議案第３号　　常務理事の選任について
議案第４号　　支所統括・統括代理理事及び部門委員会の委員
　　　　　　　構成（兼専門委員長選任）並びに各団体委員の
　　　　　　　選出について
議案第５号　　理事の代行順位について
議案第６号　　令和元年度理事の役員報酬額の決定について
議案第７号　　退任役員に対する役員退職慰労金及び特別退職
　　　　　　　慰労金の支給方法について

議案第８号　　常勤理事退任に伴う事務引継立会人の指名につ
　　　　　　　いて

協議事項１　　役員任期中に於ける視察研修の基本方針・取組
　　　　　　　について

報告事項１　　人事異動について　

第5回理事会報告　令和元年6月14日開催
議案第１号　　ＪＡ全国監査機構財務諸表監査（期末）に係る
　　　　　　　処理顛末について
議案第２号　　平成30年度行政庁業務報告書の提出について
議案第３号　　特別当座貸越の貸付について
議案第４号　　員外者に対する一般長期貸付の貸付と貸付利率
　　　　　　　の一部減免等について
議案第５号　　一般組合員に対する農業経営基盤強化資金（転
　　　　　　　貸）の借入と貸付について
議案第６号　　一般組合員に対する農業経営基盤強化資金（信
　　　　　　　連委託貸）の事務取扱について
議案第７号　　特定組合員第３四半期クミカン供給限度額及び
　　　　　　　家計費現金供給額の設定について
議案第８号　　理事者に対する令和１営農年度組合員勘定取引
　　　　　　　供給限度額、貸越極度額及び家計費現金供給限
　　　　　　　度額の設定について
議案第９号　　令和元年　酪農経営支援総合対策事業（乳用牛
　　　　　　　改良増殖推進事業：飼養管理技術の向上対策）
　　　　　　　の実施計画について
議案第10号　　令和元年度　畜産・酪農生産力強化対策事業
　　　　　　　（繁殖性等向上対策のうち効率的な生産体系の
　　　　　　　確立に向けた技術支援）の取扱いについて
議案第11号　　令和元年度理事との家畜売買取引額（利益相反
　　　　　　　行為）の変更について
議案第12号　　2019北海道ホルスタインナショナルショウに
　　　　　　　係る役員視察研修（激励）について
議案第13号　　一般組合員に対する農業経営基盤強化資金（信
　　　　　　　連委託貸）の事務取扱について

協議事項１　　合併設立10周年記念事業に関する各部会の実施
　　　　　　　企画内容について

協議事項２　　部門委員会の委員の選出について

報告事項１　　第１四半期末監事監査の実施について
報告事項２　　支所統括・統括代理理事及び各部専門委員長並
　　　　　　　びに各団体委員の決定について
報告事項３　　平成30年度末基準ＪＡ財務モニタリングについ
　　　　　　　て
報告事項４　　平成30年度末基準体制整備モニタリング報告に
　　　　　　　ついて
報告事項５　　貸借対照表及び損益計算書（５月末）について
報告事項６　　組合員の動向（５月末）について
報告事項７　　融資審査会の結果について
報告事項８　　定款第57条第６項に基づく貸出金に係る理事会
　　　　　　　承認案件の処理状況について
報告事項９　　特定組合員実績（５月末）について
報告事項10　　平成30年度畜産・酪農収益力強化整備等特別対
　　　　　　　策事業に係る入札結果について
報告事項11　　ＪＡ道東あさひ経営安定・生乳増産対策（助成
　　　　　　　事業）の取りまとめ結果について
報告事項12　　平成31年度畜産経営体生産性向上対策事業【畜
　　　　　　　産ＩＣＴ事業】及び酪農労働省力化推進施設等
　　　　　　　緊急整備対策事業【楽酪ＧＯ事業】の要望調査
　　　　　　　結果について
報告事項13　　平成31年度矢臼別演習場周辺地区施肥業務の入
　　　　　　　札結果について
報告事項14　　販売事業実績（５月末）について
報告事項15　　購買事業実績（５月末）について
報告事項16　　行事予定について
報告事項17　　役員任期中における視察研修等班編成について

　

６
月
４
日
、
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
第
10
回
通
常

総
会
を
別
海
町
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
開

催
し
、
本
人
128
名
、
委
任
34
名
、
書
面
議
決
295

名
の
合
計
457
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
は
、
新
設
さ

れ
た
総
合
企
画
対
策
室
に
よ
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業

継
続
計
画
）
の
樹
立
や
、
女
性
農
業
者
の
正
組

合
員
化
、
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
に
加
え
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

に
向
け
た
事
業
推
進
の
取
組
み
等
が
盛
り
込
ま

れ
、
議
案
が
す
べ
て
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は
、
原
井
代
表

理
事
組
合
長
、
羽
石
代
表
監
事
が
そ
れ
ぞ
れ
再

任
し
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
終
了
後
に
は
、「
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会

決
議
事
項
の
着
実
な
実
践
を
通
じ
た
自
己
改
革

の
取
組
み
に
関
す
る
特
別
決
議
」
に
つ
い
て
伊

藤
邦
子
女
性
部
長
が
説
明
し
、
今
後
も
組
合

員
・
役
職
員
等
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
再
確
認
し

な
が
ら
「
力

強
い
農
業
」

と
「
豊
か
な

魅
力
あ
る
農

村
」
の
実
現

に
向
け
て
実

践
す
る
こ
と

で
一
致
し
ま

し
た
。

ＪＡ綱領の朗唱
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役
員
の
選
任
に
つ
い
て
も
原
案
通

り
可
決
さ
れ
、
以
下
、
新
任
役
員
の

挨
拶
を
掲
載
致
し
ま
す
。

金
融
担
当

常
務
理
事　

小
野
寺　

博

　

こ
の
度
、
第
10
回
通
常
総
会
に
お

い
て
理
事
に
選
任
い
た
だ
き
、
総
会

終
了
後
に
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
お

い
て
金
融
担
当
常
務
理
事
に
互
選
さ

れ
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
職
員

と
し
て
40
年
、
う
ち
道
東
あ
さ
ひ
で

は
10
年
２
ヵ
月
の
間
、
組
合
員
皆
様

や
役
職
員
の
方
々
の
お
力
添
え
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
長
き
に
亘
り
勤
め
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
し
深
く

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
誕
生
後
、
早
く

も
10
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
そ
の

間
、
農
業
情
勢
、
経
済
環
境
は
大
き

く
様
変
わ
り
を
し
、
金
融
事
業
に
お

い
て
も
近
時
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
政
策

を
背
景
と
す
る
金
融
環
境
変
化
を
受

け
、
当
Ｊ
Ａ
に
お
き
ま
し
て
も
「
事

業
継
続
」
を
行
う
こ
と
で
総
合
事
業

を
堅
持
す
る
方
針
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
金
融
を
取
り
巻
く
環
境
は

高
度
化
・
複
雑
化
す
る
こ
と
が
予
測

さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
金
融
担
当
常

務
理
事
と
し
て
職
務
を
全
う
し
て
い

く
所
存
で
臨
み
ま
す
の
で
、
組
合
員

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

理
事

齊
藤　

主
夫

　

こ
の
度
、
第
10
回
通
常
総
会
に
お

い
て
、
別
海
支
所
よ
り
理
事
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
齊
藤
で
す
。

　

合
併
し
て
か
ら
10
年
と
い
う
節
目

の
年
に
、
こ
の
様
な
大
役
を
受
け
て

責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

理
事
と
し
て
ど
う
あ
る
べ
き
な
の

か
、
日
々
自
問
自
答
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
組
合
員
の
皆

様
、
先
輩
役
員
の
方
々
の
御
指
導
を

賜
り
な
が
ら
役
員
の
職
責
を
全
う
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
役
員

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

監
事　

佐
々
木
敏
明

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す

ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
の
度
の
総
会
に
て
、
監
事
に
就

任
し
ま
し
た
佐
々
木
で
す
。
学
識
と

才
能
に
乏
し
い
身
で
あ
り
、
責
務
の

重
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

酪
農
情
勢
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
始
め
自
由

貿
易
が
進
み
、
先
を
読
む
こ
と
が
大

変
難
し
い
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
一

日
で
も
早
く
仕
事
を
覚
え
皆
様
の
お

力
に
な
れ
る
よ
う
努
力
致
し
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

監
事　

西
田　
　

尚

　

こ
の
た
び
、
第
10
回
通
常
総
会
に

お
き
ま
し
て
監
事
の
ご
承
認
を
頂
き

ま
し
た
、
上
春
別
支
所
の
西
田
で
す
。

就
任
し
た
ば
か
り
で
不
安
と
緊
張
の

中
に
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
若
輩
の
私
。

初
年
度
は
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け

す
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
農
協
も
合
併
し
て
早
10
年

の
節
目
を
迎
え
た
訳
で
す
が
、
酪
農

を
取
り
巻
く
国
内
外
の
情
勢
を
は
じ

め
農
協
改
革
、
気
候
変
動
や
自
然
災

害
等
、
目
ま
ぐ
る
し
く
変
動
し
た
10

年
に
感
じ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
事
業
に
よ
る
施

設
・
機
械
へ
の
大
型
投
資
も
増
え
、

私
達
の
身
近
な
環
境
も
大
き
く
変
わ

っ
た
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

農
協
に
求
め
ら
れ
る
事
も
よ
り
重

要
度
を
増
す
中
で
、
私
自
身
こ
れ
ま

で
青
年
部
等
で
経
験
し
て
き
た
事
を

活
か
し
、
先
輩
役
員
・
職
員
の
方
々

の
ご
指
導
を
賜
り
な
が
ら
一
日
で
も

早
く
職
務
に
慣
れ
る
よ
う
努
力
し
て

参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
組
合
員
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協

力
が
必
要
不
可
欠
で
ご
ざ
い
ま
す
。

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

原　井　松　純
田　中　博　行
齊　藤　光　貴
小野寺　　　博　
齊　藤　哲　夫
佐　藤　幸　男

浦　山　宏　一

斉　藤　春　雄
大　平　伸　志
田　中　俊　彦
及　川　哲　夫
林　　　武　雄
坂野下　貴　志
門　間　悦　男
目　黒　英　夫
齊　藤　主　夫

代表理事組合長
代表理事専務
統括常務理事
金融担当常務理事
理事　管理部委員長
理事　金融共済部委員長

理事　営農部委員長
上春別支所統括

理事　生産部委員長
理事　購買部委員長
理事　根室支所統括
理事　西春別支所統括
理事　別海支所統括　
理事　　　　　
理事
理事
理事

　氏　　　名役員の区分

羽　石　正　憲
吉　川　　　哲
伊　藤　泰　通
佐々木　敏　明
西　田　　　尚
高　津　直　人

代表監事
常勤監事
監事
監事
監事
員外監事

役員執行体制
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前
金
融
担
当
常
務
理
事

　
　
　

丹　

羽　
　
　

孝

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
私
こ
と
、
こ
の
度
６
月
４

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第
10
回
通

常
総
会
を
も
ち
ま
し
て
、
任
期
満

了
に
よ
り
役
員
を
退
任
い
た
し
ま

し
た
。

　

皆
様
方
に
は
こ
の
10
年
、
本
当

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
こ
と
、

改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
昭
和
46
年
に
旧
別
海
農
業

協
同
組
合
に
奉
職
し
ま
し
た
。
当

時
は
ま
だ
ま
だ
酪
農
も
大
変
な
時

代
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
懸
命
に

頑
張
っ
て
い
た
姿
を
思
い
出
し
ま

す
。
そ
う
し
た
中
で
、
酪
農
が
こ

の
地
で
大
き
く
発
展
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
も
組
合
員
の
皆
様
の
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
と
、
酪
農
に
立
ち
向
か
う

強
い
意
志
が
あ
っ
た
か
ら
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
は
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
が
経

済
の
分
野
に
お
い
て
国
際
化
の
時

代
と
な
り
、
酪
農
に
お
い
て
も
例

外
で
は
な
く
、
そ
の
中
で
日
々
酪

農
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
皆

様
に
は
ご
苦
労
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
ど
う
か
今
後
も
地
域
酪
農

の
発
展
の
た
め
に
ご
尽
力
下
さ
い
。

　

今
こ
う
し
て
振
り
返
る
と
き
、

48
年
の
年
月
は
、
私
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
も
の
と
な
り
ま
し

た
。
組
合
員
・
役
職
員
・
各
関
係

機
関
の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の

方
々
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
私
の

人
生
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
幸
せ
な
48

年
で
し
た
。

　

今
年
は
道
東
あ
さ
ひ
農
業
協
同

組
合
の
合
併
10
周
年
の
年
で
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
10
周
年
を
機
に
、

道
東
あ
さ
ひ
農
業
協
同
組
合
が
組

合
員
の
皆
様
と
共
に
、
益
々
発
展

さ
れ
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

皆
様
と
共
に
歩
ん
だ
48
年
を
忘
れ

る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
は
応
援

団
と
し
て
見
守
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
改
め
て

感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
皆

様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
、
退
任
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

前
管
理
部
委
員
長

　

上
春
別
支
所
統
括
理
事

　
　
　

橋　

本　

明　

雄

　

組
合
員
の
皆
様
に
は
一
番
牧
草

収
穫
の
最
盛
期
を
迎
え
、
連
日
忙

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
こ
と
と

思
い
ま
す
し
、
良
い
飼
料
が
確
保

で
き
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
の
役
員
改
選
に
お
い
て

役
員
を
退
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
で
10
年
間
、

旧
上
春
別
農
協
で
18
年
と
長
き
に

亘
っ
て
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

特
に
私
の
農
協
運
動
の
原
点
は
旧

上
春
別
農
協
時
代
に
培
わ
れ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
組
合
員
の
皆
さ

ん
の
意
見
、
声
を
ど
の
よ
う
に
組

織
運
営
、
活
動
に
反
映
し
て
い
く

か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

当
時
の
役
員
の
中
で
随
分
意
見

交
換
を
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま

す
。
組
合
員
さ
ん
と
の
対
話
を
大

切
に
し
な
が
ら
、
農
協
運
営
の
透

明
度
を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。
よ

く
ガ
ラ
ス
張
り
の
農
協
と
言
わ
れ

た
の
も
、
こ
れ
ら
の
取
組
み
の
延

長
線
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

道
東
あ
さ
ひ
に
合
併
し
て
か
ら

は
、
４
農
協
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
方
、

進
め
方
も
違
い
戸
惑
っ
た
こ
と
も

多
々
あ
っ
た
の
で
す
が
、
少
し
ず

つ
修
正
し
な
が
ら
今
日
に
至
り
ま

し
た
。
ま
だ
組
合
員
さ
ん
の
求
め

る
姿
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

今
後
に
期
待
を
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

農
協
組
織
は
今
後
も
生
産
者
、

組
合
員
と
正
面
か
ら
真
摯
に
向
き

合
い
、
丁
寧
に
説
明
を
し
な
が
ら

信
頼
関
係
を
高
め
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
10
年
を
経
過
し
て
農
協

が
組
合
員
さ
ん
に
と
っ
て
本
当
に

無
く
て
は
な
ら
な
い
組
織
で
あ
る

よ
う
に
前
進
し
て
欲
し
い
と
思
い

役員退任にあたって 第10回通常総会をもって、退任致しました
役員の挨拶を掲載します。
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ま
す
。

　

28
年
間
支
え
続
け
て
く
れ
た
家
族

と
、
御
理
解
、
御
協
力
を
頂
い
た
上

春
別
の
皆
様
を
は
じ
め
道
東
あ
さ
ひ

の
生
産
者
、
組
合
員
の
皆
様
に
心
か

ら
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
、
退
任

の
言
葉
と
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

前
別
海
支
所
統
括
理
事

　
　
　
　

林　
　
　

義　

和

　

こ
の
た
び
、
一
身
上
の
都
合
に
よ

り
、
道
東
あ
さ
ひ
農
協
の
理
事
の
職

を
退
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

３
期
９
年
の
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

一
定
の
職
責
は
務
め
る
こ
と
が
出
来

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
思
え
ば
、
私
と
農
協
組
織
の
最

初
の
出
会
い
は
多
く
の
先
輩
も
そ
う

で
あ
っ
た
様
に
青
年
部
に
入
部
し
た

の
が
始
ま
り
で
す
。
別
海
農
協
の
青

年
部
長
を
皮
切
り
に
、
最
終
的
に
道

青
年
協
副
会
長
ま
で
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
そ
の
間
多
く
の

仲
間
と
知
り
合
い
様
々
な
意
見
や
考

え
方
を
知
る
中
で
、
改
め
て
こ
の
別

海
の
地
で
酪
農
を
営
む
こ
と
の
意
味

を
見
直
し
、
意
義
を
私
な
り
に
感
じ

る
こ
と
が
で
き
、
今
で
も
私
の
経
営

理
念
の
根
底
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
思
い
を
「
い
か
に
次
の

世
代
に
伝
え
て
い
く
か
」
と
い
う
こ

と
に
重
点
を
置
き
、
多
く
の
後
継
者

の
方
々
と
の
付
き
合
い
も
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

酪
農
現
場
で
は
、
Ｉ
Ｏ
Ｔ
・
Ｉ
Ｃ

Ｔ
・
Ａ
Ｉ
と
い
っ
た
技
術
が
加
速
度

的
に
進
化
し
、
よ
り
効
率
化
や
省
力

化
が
図
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
一

方
で
酪
農
本
来
の
姿
、
牛
に
腹
一
杯

の
草
を
食
べ
て
も
ら
っ
て
「
子
供
を

育
て
る
た
め
の
牛
乳
を
生
産
し
て
い

た
だ
く
」
こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。

　

人
・
土
地
・
牛
が
共
に
豊
か
な
酪

農
郷
を
築
い
て
行
け
る
こ
と
、
道
東

あ
さ
ひ
農
協
の
組
合
員
、
ご
家
族
皆

様
の
ご
多
幸
を
願
い
ま
し
て
結
び
と

致
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

前
西
春
別
支
所
統
括
代
理
理
事

　
　
　
　

大　

内　

敏　

光

　

第
10
回
通
常
総
会
の
役
員
改
選
に

お
い
て
、
理
事
を
退
任
致
し
ま
し
た
。

組
合
員
の
皆
様
や
職
員
の
方
々
の
御

理
解
と
御
協
力
を
頂
き
ま
し
た
こ
と

に
対
し
、
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

酪
農
は
今
ま
で
に
な
い

好
景
気
で
す
が
、
世
界
を

見
る
と
、
酪
農
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
変
厳
し
い
状

況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
の
時
代
の
舵
取
り
、

大
変
で
す
が
役
員
の
皆
様

に
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
綱
領
に
、「
地
域

の
農
業
を
振
興
し
、
わ
が

国
の
食
と
緑
と
水
を
守
ろ

う
。」
と
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
が
農
業
の
基
本
で
あ

り
、
消
費
者
の
皆
様
も
、

一
番
望
ん
で
い
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
私
は
、
一
般

組
合
員
と
し
て
、
安
心
・
安
全
な
食

糧
の
生
産
に
携
わ
っ
て
い
く
所
存
で

す
。

　

最
後
に
、
皆
様
の
御
健
勝
と
道
東

あ
さ
ひ
農
協
の
益
々
の
御
発
展
を
お

祈
り
申
し
上
げ
退
任
の
挨
拶
と
致
し

ま
す
。

総会時の役員退任あいさつのようす
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２０１９年 北海道ブラック＆ホワイトショウ
菊地正明氏出品牛がジュニアチャンピオンを獲得！
２０１９年 北海道ブラック＆ホワイトショウ

菊地正明氏出品牛がジュニアチャンピオンを獲得！
　５月２５日、２６日の２日間、安平町早来の北海道ホルスタイン共進会場にて２０１９年 北海道

ブラック＆ホワイトショウが行われました。審査員には、北見市の酪農家である山内　誠氏が迎え

られ、実頭数２８８頭（ホルスタイン種）が資質を競い合いました。

　ＪＡ道東あさひからは９戸９頭（根室支所４戸４頭、別海支所４戸４頭、西春別支所１戸１頭）

が出品され、別海支所の菊地正明氏所有のバロンドール　ドアマン　メラニー ET号が、第２部１

位を獲得、そしてジュニア・チャンピオンに輝きました。

　また、根室支所の中川佳代氏所有のセンターランド　バーリー　サンチエス号が第１４部３位を

獲得、第１６部の管内対抗戦によるカウンティーハードでは、根室管内として当ＪＡが５頭中４頭

を出品し第３位を獲得しました。

根室支所
～出品牛一覧～

別海支所

西春別支所

１部

５部

９部

14部

ピーターフアーム　アデイロン　ルー　クラツシユ

マツクスデーリイ　ＢＣ　リコライズ　ＥＴ

エクセルランド　アーム　キヤピタル　ジエイズ

センターランド　バーリー　サンチエス

木　下　俊　一　氏

佐久間　　　俊　氏

㈲　武　隈　牧　場

中　川　佳　代　氏

２部

２部

３部

８部

バロンドール　ドアマン　メラニー　ＥＴ

フアインクエスト　モントレー　ステイリー

グローリアス　ハツピー　ソロモン　パテイ

マウントエース　パラダイス　シドニー

菊　地　正　明　氏

丹　羽　博　文　氏

丹　羽　　　務　氏

安　部　克　寿　氏

４部 グレイスフル　ＴＢ　チヤンプ　クラツシユ　ルル 渡　部　義　一　氏

ジュニアチャンピオンに輝いた
バロンドール　ドアマン　メラニー ET号



部門
1部
2部
3部
4部
5部
6部
7部
8部

ジュニア チャンピオン 
ジュニア リザーブ チャンピオン 
シニア チャンピオン 
シニア リザーブ チャンピオン 

オークフイールド　ソロモン　エレガンス
スピリツト　マスコツト　ベルライズ
メリーランド　ビユーテイ　ホワイト　マツカチエン
メリーランド　ホープ　トリプル　プロポーシヨン

石　井　真　尊 氏 
佐々木　　　信 氏
佐久間　　　淳 氏 
佐久間　　　淳 氏

スピリツト　マツクス　モントレ－
スピリツト　マスコツト　ベルライズ
センターフアーム　パリツシユ　スリツク
パ－シユ－ス　メイフイ－ルド　チエアマン
オークフイールド　ソロモン　エレガンス
マラソン　アンデイ　オフ
メリ－ランド　ホ－プ　トリプル　プロポ－シヨン
メリ－ランド　ビユ－テイ　ホワイト　マツカチエン

佐々木　信 氏
佐々木　信 氏
㈱なかのめ牧場
㈲原田ファーム
石井　真尊 氏
佐藤　正一 氏
佐久間　淳 氏
佐久間　淳 氏

ＢＵ
ＢＵ

１等１席　牛 号 名

入　　　賞

出 品 者

出 品 牛 名 号 出　品　者

第11回 上春別乳牛共進会　（６月1日開催）
場所：上春別農村広場　出品頭数：38頭　審査員：藤井　諒也 氏

部門
特1部
1部
2部
3部
4部
5部
6部
7部
8部
9部
10部
11部

ジュニア チャンピオン 
ジュニア リザーブ チャンピオン 
シニア チャンピオン 
シニア リザーブ チャンピオン 

ブルームウード　サニー　トラツク　ＥＴ
ブルームウード　ダリル　シルバー
ビツグゲート　ＯＰ　タレンテイーノ　チツプ　ＥＴ
デイスカバリーフイールド　ブロカウ　マツトソン

斉　藤　俊　英 氏 
斉　藤　俊　英 氏 
大　門　貴　幸 氏 
宇　居　宏　明 氏 

グレイスフル　ＴＢ　エアロ　ウイ－バ－　ルル
ブルームウード　ビアード　メリツク
ブルームウード　ダリル　シルバ－
ブルームウード　サニー　トラツク　ＥＴ
ソルトレイク　ソロモン　スピリツト
ブルームウード　ソロモン　アシツクス
ビツグゲート　ＯＰ　ソロモン
ブルームウード　Ｂ　クラツシユ
ＵＩＦ　テインカーベル　ＧＷ　スプーキー　シンバ　ＥＴ
デイスカバリーフイールド　ブロカウ　マツトソン
ビツグゲート　ＯＰ　タレンテイーノ　チツプ　ＥＴ
ソルトレイク　ブラウワー　デイアーヌ

渡部　真吾 氏
斉藤　俊英 氏
斉藤　俊英 氏
斉藤　俊英 氏
塩谷　　大 氏
斉藤　俊英 氏
大門　貴幸 氏
斉藤　俊英 氏
宇居　宏明 氏
宇居　宏明 氏
大門　貴幸 氏
塩谷　　大 氏

ＢＵ
ＢＵ
ＢＵ
ＢＵ

１等１席　牛 号 名

入　　　賞

出 品 者

出 品 牛 名 号 出　品　者

第10回 ＪＡ道東あさひ西春別ホルスタイン共進会　（６月7日開催）
場所：西春別家畜共進会場　出品頭数：61頭　審査員：間木野尚司 氏 

部門
1部
2部
3部
4部
5部
6部
7部
8部
9部
10部

最高位経産牛 ベストアダーチャンピオン
準最高位経産牛 
最高位未経産牛 
準最高位未経産牛  

センターランド　バーリー　サンチエス 
センターランド　C　ローソリテイー　ダンデイー 
サウンドネムロ　アフターシヨツク　キユートマン 
ピーターフアーム　アデイロン　ルー　クラツシユ 

中　川　佳　代 氏
中　川　佳　代 氏
山　崎　政　勝 氏
木　下　俊　一 氏

サウンドネムロ　アフターシヨツク　キユートマン
センターランド　マツトロイ　Ｃ　ポンアド　ゲイン
センターランド　Ｔ　ブレーク　ブレデイ
マックスデーリイ　モントレー　ガール
マツクスデーリイ　ＢＣ　リコライズ　ＥＴ
エクセルランド　ゴールド　スパーブ　チツプ
エクセルランド　アーム　キヤピタル　ジエイズ
センターランド　Ｃ　ローソリテイー　ダンデイー
マツクスデーリイ　ダブル　チツプ　スター
センターランド　バーリー　サンチエス

山崎　政勝 氏
中川　佳代 氏
中川　佳代 氏
佐久間　俊 氏
佐久間　俊 氏
㈲ 武 隈 牧 場
㈲ 武 隈 牧 場
中川　佳代 氏
佐久間　俊 氏
中川　佳代 氏

ＢＵ
ＢＵ
ＢＵ
ＢＵ

１等１席　牛 号 名

入　　　賞

出 品 者

出 品 牛 名 号 出　品　者

第53回 根室市ホルスタイン共進会　（６月7日開催）
場所：根室集落家畜共進会場　出品頭数：49頭　審査員：藤田　　功 氏（一社　ジェネティクス北海道道東事業所 所長）

最優秀牧場牛群（３頭１組） 中　川　佳　代 氏 
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部門
1部
2部
3部
4部
5部
6部
7部
8部
9部
10部
11部

ジュニア チャンピオン 
ジュニア リザーブ チャンピオン 
シニア チャンピオン 
シニア リザーブ チャンピオン 

バロンド－ル　ドアマン　メラニ－　ＥＴ
フアインクエスト　モントレ－　ステイリ－
ダイアリ－　バ－ク　ゴ－ルド　カプリ
ダイアリ－　マツチ　ジヤグラ－　テル

菊　地　恵　美 氏
丹　羽　博　文 氏
㈱Diary Holsteins 
㈱Diary Holsteins 

バロンド－ル　メイ　ロニ－
フアインクエスト　ドアマン　ガ－ル　ＥＴ
バロンド－ル　ドアマン　メラニ－　ＥＴ
グロ－リアス　ハツピ－　ソロモン　パテイ
ピユアナツツ　スパルタン　ガスリ－　アイオ－ン
バロンド－ル　アブソリユ－ト　ロニ－
グロ－リアス　ネツト　モントレ－　スタ－
マウントエ－ス　パラダイス　シドニ－
ダイアリ－　マツチ　ジヤグラ－　テル
グロ－リ－ランド　スタイリツシユ　ダイアナ
ダイアリ－　バ－ク　ゴ－ルド　カプリ

菊地　正明 氏
丹羽　博文 氏
菊地　恵美 氏
丹羽　　務 氏
清實　一喜 氏
菊地　正明 氏
丹羽　　務 氏
安部　克寿 氏
㈱Diary Holsteins
酒井　保幸 氏
㈱Diary Holsteins

ＢＵ
ＢＵ
ＢＵ
ＢＵ

１等１席　牛 号 名

入　　　賞

出 品 者

出 品 牛 名 号 出　品　者

　

６
月
８
日
、
別
海
町

農
村
広
場
で
別
海
支
所

２
０
１
９
Ｊ
Ａ
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

今
年
も
乳
牛
共
進
会

を
始
め
、
酪
農
の
魅
力

や
Ｊ
Ａ
の
取
組
み
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
乳
製
品
や
焼

肉
の
無
料
提
供
な
ど
様
々
な
ブ
ー

ス
を
展
開
し
、
好
天
に
も
恵
ま
れ

多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

48
頭
の
出
品
が
あ
っ
た
乳
牛
共

進
会
で
は
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
ブ

リ
ー
ダ
ー
ズ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社 

営
業
部
の
前
田
直
樹
氏
を
審
査
員

に
招
き
、
デ
イ
リ
ー
ク
イ
ー
ン
は

別
海
高
校

の
杉
本
万

里
乃
さ
ん

と
笠
島
理

奈
さ
ん
が

務
め
ま
し

た
。 別海支所 2019

JAふれあいまつり
好
天
に
恵
ま
れ
大
盛
況無料の昼食コーナーは長蛇の列に

2020年度
学生募集

根釧酪農郷からの出発
北海道別海高等学校農業特別専攻科

専攻科説明会を実施します
興味のある方是非お越し下さい！
第1回目　8月２日（金）10：30～14：30
内　容　概要説明・体験授業

入試日程等（１次）募集人員２０名　修業年限２年間

農業特別専攻科の特色　

・願書受付　令和２年１月８日（水）から令和２年１月２１日（火）正午まで
・検 査 日　令和２年２月４日（火）
・合格発表　令和２年２月１２日（水）
・検査内容　作文および面接　
・願書配布　令和元年１１月２９日（金）

・18歳以上の酪農を目指す方
　が、自家や実習先、勤務先で
　就労・実習を行いながら学校
　で酪農の理論を学ぶ２年制の
　課程です。
・牧草の収穫時期には、農場
　【自宅・実習先】で実践を、
　春・秋・冬には学校に通学し
　て理論を学びます。

実習先農家条件（例）
・３食あり、家賃なし、交通
　費なし、実習代（７～８万
　程度）支給。
・親方家族と生活をシェアす
　るか、実習生用の間借りな
　ど、ご相談に応じます。
・正規従業員として法人や農
　場で働きながら通学可能。

・入学金や授業料など　　４４,７３０円
・後援会・学友会費など　５３,１００円　
　　　　　　　　　合計　９７,８３０円
※令和元年度入学生初年度　　

Ｈ３０年度卒　別海町中春別酪農従業員
石黒　瑞歩さん（函館市出身）

年度始め納入費

・私は非農家出身ですが、道内の農
業高校で牛が好きになり、高校卒業
後、将来酪農の仕事をしたいと思い、
専攻科に入学しました。実習先や専
攻科で学んだ知識を生かしながら、
新しい職場でも頑張っています。ま
た、専攻科に入学すると、同じ酪農
を目指す一生の仲間が出来ますよ！

説明会参加・
資料請求等・お問い合わせ先

〒086－0214
北海道野付郡別海町別海緑町70－1 
別海高等学校農業特別専攻科
Tel.0153－75－2053　FAX. 0153－75－2263
URL.　　http://bekkai.hokkaido-c.ed.jp 
E-mail.　bekkai-z4@hokkaido-c.ed.jp

・海外研修（ニュージーランド）　
　が履修出来ます（2年次選考含）。
・農業次世代人材投資資金（旧・
　青年就農給付金）（準備型）制度
　対象校です（要審査）。



黒毛和種も分娩前の管理が重要!!
　黒毛和種も乳牛と同様に、母牛と胎児の栄養充足、分娩後の初乳の品質や量を確保するために、

分娩前からの十分な栄養摂取（特に蛋白質）が必要になります。産まれた子牛の体重が軽く、虚弱

傾向だったり、貧血や白痢が多発している場合は、母子共に栄養不足が考えられます。まずは母牛

に腹一杯食べてもらうことが必要です。粗飼料の品質はどうでしょうか？給与される粗飼料に合わ

せ、濃厚飼料の増給または加熱大豆粕などの蛋白質飼料の給与を検討しましょう（表1）。

　分娩前（妊娠後期）に栄養を充足させることができれば、十分な生時体重が得られ、疾病にかか

りにくい丈夫な子牛を生産することが期待できます。図１は、黒毛和種雄子牛の生時体重と日齢体

重の関係を示したグラフです。生時体重が重いほど日齢体重が増える傾向があります。結果的に発

育が良くなることで、出荷時の体重も増え、出荷価格の向上が期待されます。

　分娩前の増し飼いを実施して難産が増えた場合は、母牛の発育不良や、増し飼い開始のタイミン

グ、無理な交配計画など、改めて農場の課題を洗い出し、飼養管理や交配計画を見直す必要があり

ます。

表１ 分娩前の給与量の目安(日/kg)

図１ 黒毛和種雄子牛の生時体重と日齢体重の関係
     （普及センター調べ）

根室和牛マニュアルより抜粋

粗飼料（乾草・グラスサイレージ）

配合飼料（CP18　TDN72程度）

加熱大豆粕

6.5～8.0

1.0～2.0

0～0.3

6.5～8.0

1.0～3.0

0～0.3

分娩2ヶ月前 分娩1ヶ月前

目標とする生時体重
・雄子牛：35kg以上
（初産や田尻系の場合
　は雌子牛に準じる）
・雌子牛：31kg以上

1.30

1.20

1.10

1.00

0.90

0.80
25.0 30.0 35.0 40.0 45.0 生時体重（㎏）

日齢体重（㎏/日）
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乾乳期間の飼料設計
　乾乳期間の飼養管理は次産次の乳生産と疾病発生に影響します。周産期疾病を予防するためには、
乾乳期間中に「太らせない」かつ「飼料摂取量を減らさない」ことが重要です。
　前号（6月号）では、乾乳期間は36～65日の幅を持って設定できることが示されました。ここでは、
乾乳期間を60日または40日にする場合の飼料設計について紹介します。

■乾乳期間60日・二群管理

■乾乳期間40日・一群管理

■飼料設計のポイント
　乾乳期間中の乾物摂取量の目安と飼料給与のポイントをまとめました。乾乳期間に飼料の給与量を制
限したり、嗜好性の悪い粗飼料によって摂取量が減少すると、分娩後に疾病が発生しやすくなります。
乾乳期間は飽食給与とし、養分濃度の見直しによって太りすぎを防ぐことが重要です。

乾乳期間が60日の場合には、乾乳前期と後期で飼料を変えることが推奨されます。
①乾乳前期（分娩予定60～22日前）
　太りやすい時期なのでエネルギーの過剰に注意します。可消化養分総量（TDN）50～55％の
　牧草サイレージや乾草を用いて、飼料中のTDNは55%、粗タンパク質は12%とします。
②乾乳後期（分娩予定21日前～分娩）
　乾物摂取量が低下しやすい時期です。胎子の発達に必要なエネルギーの供給と、分娩後の泌乳
　期用飼料への馴致のために、TDNを68％、粗タンパク質を14％に高めます。

乾乳期間が40日の場合は、乾乳期間を通じて同じ飼料を給与します。
①2産以上の経産牛
　ルーメン容積を確保しつつ、太らせないために、二群管理の乾乳後期よりもエネルギー濃度の
　低い飼料を給与します。TDNは62％、粗タンパク質は14％が推奨値です。
②初産牛
　TDN62%の低エネルギー飼料を給与すると、乾乳期の養分摂取量が不足し、2産次の乳量が大
　きく低下します。乾乳期間を短縮する場合は、TDNを68％、粗タンパク質を14％とします。



●【経営科】上春別中学校との連携授業
　６月４日（火）に上春
別中学校の２年生７名が
来校して、本校基礎圃場
にてカボチャの定植をお
こないました。この連携
授業は昨年度より実施し
ており、農業の専門性を
養うのと同時に、中学生
に高校生が農業技術を指導することをとおして、社会
性や指導性の向上を目的とした取り組みとなっていま
す。
　来校した中学生は、まず、温室にてカボチャ栽培に
ついての説明を受けた後、本校基礎圃場に移動して、
高校生の指導を受けながら定植を丁寧におこないまし
た。中学生の感想として、「カボチャを定植するには、
たくさんの工程があることを知りました。」「高校生の
みなさんが丁寧に教えてくれたので、わかりやすかっ
たです。秋の収穫でも多くのことを学びたいです。」
といった言葉がありました。
　秋にはカボチャの収穫実習を、中学生を招いて実施
する予定となっております。

●【経営科】ふれあいまつりに参加！
　６月８日（土）にＪＡ
道東あさひふれあいまつ
りに本校酪農経営科の1
年生から３年生のうちの
１２名が参加させていた
だきました。
　このふれあいまつりに
は、平成２６年度よりＪ
Ａ道東あさひ様のご厚意
で参加させていただいて
おり、乳牛のリード体験
や、花苗、野菜苗、チー
ズなどを販売させていた
だきました。
　当日は、たくさんの町
民の方がお見えになり、
大変有意義な販売実習となりました。１年生の参加生
徒からは、「高校に入ってはじめての販売実習でした
が、消費者との交流が自分のためになり、今後の学習
に活かしたい。」との声が聞かれました。酪農経営科
では今後もこうした地元のイベントに積極的に参加し
ていきたいと思います。

●専攻科【農業機械研修初級・中級受講】
　北海道立農業大学校において農業機械研修が初級６
月４日（火）～６月６日（木）、中級６月１８日
（火）～６月２１日（金）に実施され、２名の学生が
受講し、農業機械についての基本操作や知識、安全に
関する講習、点検につい
て学びました。　
　研修以外でも、寮生活
などで、他の研修生と交
流を深めることが出来ま
した。学生達は、「点検
の重要性を理解できたの
で、今後の牧草収穫の作
業に、得た技術と知識を生かして取り組みたいで
す。」と達成感と今後の意気込みを話していました。

●【専攻科】「酪農科学実験」
　６月１０日（月）～２１日（金）の１０日間、「酪
農科学実験」を開講しました。この講義は、自家農場
の栄養価や土壌の分析を通して、土壌管理や飼養管理
に必要な知識を習得する目的として実施しています。
【飼料分析実験】
　飼料分析では牧草中の飼料成分を測定します。牧草
に含まれる含有量を実際
に見ることができるため、
日本標準飼料成分表と比
較して、粗飼料の実態を
知ることができ、良い粗
飼料とは何かを改めて考
える良い機会となりまし
た。
【土壌・堆肥分析実験】
　この実験では採草地の
土壌分析・堆肥簡易分析
により、堆肥中に含まれ
る成分を知る事ができま
す。　
　それにより、化学肥料
散布時の肥料費の節減を
図ることにつながることが分かり、粗飼料生産の改善
について考える良いきっかけとなったようです。
【学生からの感想】
　「飼料・土壌・堆肥分析を実際にやってみると分析
にも手間がかかり、難しい内容ではあったが、酪農が
様々な分野との関わりの上で成り立っていることが分
かった。さらに基礎研究でも実験を行うので、より詳
しく調査していきたい。」との感想がありました。こ
れらの実験の結果は、今後の研究活動の基礎として活
用していきます。

連携授業の様子
研修の様子

各実験の様子

ふれあいまつりでリード体験

農産物販売の様子
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
連
合
会
・
中
央
会
の
活
動

内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

　

各
団
体
の
詳
し
い
取
り
組
み
内
容
は
、
Ｗ
Ｅ

Ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
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は
、
６
月

13
日
に
吉
川
農
林
水
産
大
臣
、
森
山

Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
対
策
本
部
長
を
は
じ
め
と
し
た
自
民

党
農
林
幹
部
、
道
内
選
出
与
野
党
国
会
議
員
に

対
し
、
日
米
貿
易
協
定
交
渉
に
関
す
る
生
産
現

場
の
不
安
や
懸
念
を
訴
え
る
た
め
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

要
請
に
は
、
Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会
、
連
合
会
の
役
員
ら
約
20

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
は
縛

ら
れ
な
い
こ
と
や
、
期
限
あ
り
き
の
合
意
に
つ
い
て
言
及
し

た
こ
と
を
受
け
、
生
産
現
場
で
戸
惑
い
が
広
が
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
改
め
て
国
内
農
業
に
与
え
る
影
響
を
検
証
し
、
期

限
あ
り
き
の
交
渉
を
行
わ
な
い
こ
と
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

　

吉
川
農
林
水
産
大
臣
か
ら
は
、
農
業
関
係
に
つ
い
て
し
っ

か
り
守
る
考
え
が
あ
る
こ
と
や
、

森
山
本
部
長
か
ら
は
、
早
期
の
合

意
に
関
し
て
否
定
的
な
見
方
が
示

さ
れ
た
他
、
野
村
農
林
部
会
長
か

ら
は
、
昨
年
９
月
の
日
米
共
同
声

明
以
上
の
も
の
に
は
な
ら
な
い
、

と
い
っ
た
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
も
、
北
海
道
の
農
家
、
組
合

員
が
安
心
し
て
営
農
で
き
る
よ
う

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
グループ
通
信

Ｊ
Ａ
北
海
道
中
央
会

　

ホ
ク
レ
ン
は
首
都
圏
の
主
婦

層
を
対
象
に
４
月
25
日
か
ら
27

日
ま
で
の
期
間
で
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
に
て

開
催
さ
れ
た
「
第
12
回
ホ
ビ
ー
ク
ッ
キ
ン
グ

フ
ェ
ア
」
の
手
作
り
料
理
イ
ベ
ン
ト
「
ふ
れ

あ
い
ク
ッ
キ
ン
グ
☆
ス
タ
ジ
ア
ム
」
に
出
展

し
、
北
海
道
産
馬
鈴

し
ょ
で
ん
粉
100
％
の
顆

粒
片
栗
粉
「
と
ろ
り
ん

ぱ
っ
」
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し

た
。
約
180
名
を
超
え
る

主
婦
の
皆
様
が
「
と
ろ

り
ん
ぱ
っ
」
を
使
っ
た

「
カ
リ
カ
リ
豚
丼
」の
作

り
方
を
体
験
し
、
同
商

品
の
手
軽
さ
に
驚
き
の

声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

遠
軽
厚
生
病
院
で
は
、
新
た

な
健
診
（
オ
プ
シ
ョ
ン
）
と
し

て
、
膵
臓
・
胆
の
う
ド
ッ
ク
及
び
乳
腺
エ

コ
ー
検
査
を
開
始
い
た
し
ま
す
。
受
診
で
き

る
人
数
に
つ
い
て
は
限
り

が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
さ

ま
の
健
康
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
今
後
も
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
検
診
を
提
供
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
病
院
へ
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

ホ
ク
レ
ン

Ｊ
Ａ
北
海
道
厚
生
連

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
は
、（
一
財
）
北

海
道
交
通
安
全
協
会
に
飲
酒
運

転
撲
滅
う
ち
わ
５
万
本
、（
公
社
）
北
海
道

交
通
安
全
推
進
委
員
会
に
夏
の
交
通
安
全
運

動
ポ
ス
タ
ー
９
千
枚
・
チ
ラ
シ
５
万
枚
を
寄

贈
し
ま
し
た
。「
全
道
小
・
中
学
生
交
通
安

全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
２
０
１
８
年
度

入
賞
作
品
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
全
道
各
地

で
掲
示
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
配
布
さ
れ
る
予

定
で
す
。
こ
の
よ
う
な
活

動
で
地
域
住
民
の
安
全
意

識
の
高
揚
を
図
り
、
安
心

と
安
全
の
地
域
づ
く
り
に

貢
献
し
て
参
り
ま
す
。

　

毎
年
６
月
、
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
で

年
金
を
お
受
け
取
り
さ
れ
て
い

る
方
を
対
象
に
、
窓
口
で
「
招
福
よ
う
か

ん
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
「
年
金
感
謝

ウ
ィ
ー
ク
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、

６
月
10
日
〜
28
日
の
期
間
で
開
催
し
ま
し
た
。

期
間
中
、
北
海
道
警
察
と
連
携
し
て
、
特
殊

詐
欺
被
害
防
止
に
向

け
た
合
同
の
啓
発
活

動
を
全
道
６
Ｊ
Ａ

（
６
店
舗
）
で
実
施

し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
バ

ン
ク
北
海
道
は
、
地

域
住
民
の
暮
ら
し
や

財
産
を
守
る
地
域
貢

献
活
動
に
引
続
き
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
共
済
連
北
海
道

Ｊ
Ａ
北
海
道
信
連



区　　分 5　　月 累　　計 脂肪率 無脂固形分率 補給金単価 ＦＡＴ単価 ＳＮＦ単価 乳質単価 乳代合計
339,524t

101.2%

69,965t

100.8%

30,928t

99.9%

8,034t

100.2%

5,806t

103.1%

12,883t

98.9%

4,206t

97.9%

660,585t

100.9%

135,875t

100.3%

59,761t

99.2%

15,598t

99.1%

11,290t

103.4%

24,825t

98.1%

8,047t

97.1%

3.90%

3.90%

3.95%

3.96%

3.96%

3.97%

3.91%

3.91%

3.94%

3.93%

3.99%

4.00%

3.99%

4.02%

8.74%

8.74%

8.69%

8.69%

8.70%

8.69%

8.70%

8.67%

8.75%

8.71%

8.68%

8.68%

8.68%

8.69%

8.34円

8.20円

8.34円

8.20円

8.34円

8.20円

8.34円

8.20円

8.34円

8.20円

8.34円

8.20円

8.34円

8.20円

36.44円

36.07円

36.83円

36.62円

36.98円

36.69円

36.54円

36.18円

36.79円

36.30円

37.25円

37.02円

37.25円

37.14円

51.68円

51.13円

51.35円

50.83円

51.40円

50.82円

51.41円

50.74円

51.72円

50.95円

51.27円

50.79円

51.31円

50.86円

3.72円

3.73円

3.78円

3.79円

3.77円

3.76円

3.81円

3.80円

3.76円

3.83円

3.72円

3.70円

3.86円

3.79円

100.18円

99.12円

100.29円

99.43円

100.48円

99.47円

100.10円

98.92円

100.61円

99.28円

100.58円

99.71円

100.76円

99.98円

5月 生乳生産・乳代単価情報

全　　道

前年(比)

根室管内

前年(比)

JA道東あさひ

前年(比)

西春別支所

前年(比) 

上春別支所

前年(比)

別海支所

前年(比)

根室支所

前年(比)

【全体運】対人運が不安定。苦手意識を抱
　いている相手と意見がぶつかりがち。ま
　た、過去を蒸し返しても収穫はなさそう
【健康運】動きたくなる期間。スポーツを
　満喫して
【幸運の食べ物】アンズ

【全体運】極端な考え方をして、トラブル
　メーカーになりやすいもよう。すぐ行動
　に移さず、まずは周囲の助言に耳を傾けて
【健康運】体の柔軟性アップで運気にも良
　い影響が
【幸運の食べ物】オクラ

【全体運】平凡な日々に物足りなさを感じ
　がち。でも刺激を求め、行き当たりばっ
　たりで動くと失敗する気配。計画的に
【健康運】調子が悪いときはケア優先。休
　養に努めて
【幸運の食べ物】青トウガラシ

【全体運】オープンな態度が幸運の呼び水に。
　みんなに笑顔で話し掛けて。レジャー運が
　良好なので、仲間との外出も大賛成
【健康運】生活のリズムを整えて。ラジオ体
　操も吉
【幸運の食べ物】大葉

【全体運】何かと迷いが生じやすい傾向に。
　１人で悩まず、信頼できる相手に相談を。
　リフレッシュするには足湯が正解
【健康運】行動力は増すものの、小さなけが
　に注意
【幸運の食べ物】アワビ

【全体運】共通の楽しみを持つ仲間との交
　流が幸運。飲み会などに誘われたら、気
　軽に参加を。新しい趣味を始めるのも◎
【健康運】睡眠の質を高めれば、調子が上
　がりそう
【幸運の食べ物】ニンニク

【全体運】注意力が散漫になりやすい月。慣
　れている作業でも確認は必須です。また、
　独断で動くと問題を呼ぶ可能性あり
【健康運】安泰。血行促進を図ると、なおグ
　ッド
【幸運の食べ物】シジミ

【全体運】伸びやかムード。活躍の場が広
　がりそうなので、積極的にアクションを
　起こしてみて。国際交流イベントにつき
【健康運】暑さ対策を怠りなく。適度な水
　分補給を
【幸運の食べ物】ナス

【全体運】自己主張が強くなる暗示。特に家
　族など、親しい人に強引さが出やすいので、
　反省を。気分転換には散歩が有効
【健康運】良好。体を動かすことで、開運の
　兆し
【幸運の食べ物】桃

【全体運】知的好奇心が旺盛になる時期。
　人気ジャンルほど耳寄りな情報をキャッ
　チしやすいかも。日帰り旅行もお勧め
【健康運】体力の過信はＮＧ。準備運動も
　忘れずに
【幸運の食べ物】スズキ

【全体運】感受性が豊かになっています。
　オペラやお芝居などの舞台作品を楽しん
　でみては。美術館を巡るのも良い刺激に
【健康運】運動を日課にすれば、体調が上
　向くはず
【幸運の食べ物】エダマメ

【全体運】自己アピールに最適。やってみた
　かったことにチャレンジを。外出するとラ
　ッキーハプニングに出会える予感も
【健康運】食生活を見直す好機。体質改善に
　効果が
【幸運の食べ物】ズッキーニ

牡羊座
3/21～4/19

牡牛座
4/20～5/20

双子座
5/21～6/21

蟹座
6/22～7/22

獅子座
7/23～8/22

乙女座
8/23～9/22

天秤座
9/23～10/23

蠍座
10/24～11/22

射手座
11/23～12/21

山羊座
12/22～1/19

水瓶座
1/20～2/18

魚座
2/19～3/20

異 動 職 員
令和元年6月26日
営農部　経営対策課
→購買部　資材燃料課
　　　　　井上　菜々

令和元年７月１日
生産部　販売課　課長兼　
哺育育成預託センター
センター長兼
別海育成センター センター長
→生産部　販売課　課長兼　
別海育成センター センター長
　　　　　猪飼　征治

生産部　販売課　
畜産センター事業対策事務局
→生産部　販売課　
畜産センター事業対策事務局
事務局長兼哺育育成預託センター　
センター長兼
キャトルセンター センター長
　　　　　坪内　省志

生産部　販売課
哺育育成預託センター　場長
→生産部　販売課　
キャトルセンター　場長兼
哺育育成預託センター　場長
　　　　　大石　洋一

生産部　販売課　
キャトルセンター兼務
　　　　　志賀　和冴
　　　　　成田廉太郎

生産部　販売課　
哺育育成預託センター
→生産部　販売課　
キャトルセンター
　準職員　大橋　　咲
　　　　　佐伯　　遥

営農部　経営対策課
→西春別支所　生産課　
生乳検査係
　準職員　佐々木　桃

退 職 職 員
令和元年6月30日
管理部　人事課
　　　　　濵中なぎさ

上春別支所
金融共済課 金融共済係
　　　　　立野　　悠

西春別支所
生産課　生乳検査係
　　　　　千代谷智子

編編　

集　

局　

か　

　

集　

局　

か　

ら

編　

集　

局　

か　

ら

令和元年7月10日発行
発行/JA道東あさひ
編集/営農部 営農振興課
住所/北海道野付郡別海町
　　 別海緑町116番地9
電話/（0153）75－2201（代表）
ホームページ
http://www.ja-doutouasahi.or.jp
メール/kikaku@ja-doutouasahi.or.jp

　

今
年
の
１
番
牧
草
の
収
穫
作
業
、

大
変
お
疲
れ
様
で
す
。
今
年
は
比

較
的
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
良
い
飼

料
が
確
保
で
き
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

牧
草
収
穫
の
合
間
に
は
今
年
も

Ｊ
Ａ
関
連
の
様
々
な
行
事
が
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
一
部
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

７
月
15
日
は
、
別
海
町
営
球
場

と
別
海
中
央
中
学
校
で
、
根
室
管

内
Ｊ
Ａ
役
職
員
野
球
大
会
が
開
催

予
定
で
す
。
Ｊ
Ａ
道
東
あ
さ
ひ
の

初
戦
は
、
町
営
球
場
で
10
時
30
分

プ
レ
イ
ボ
ー
ル
予
定
で
す
。
全
道

大
会
出
場
を
目
指
し
て
戦
う
選
手

た
ち
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

７
月
26
日
は
青
年
部
べ
つ
か
い

支
部
に
よ
る
「
ま
き
ば
の
感
謝

祭
」、
８
月
３
日
は
西
春
別
支
所

酪
農
祭
と
根
室
支
所
組
合
員
親
睦

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
予
定

で
す
。
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